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２００９年９月５日
専攻・講座名　物理科学学専攻
学年　 博士前期過程　１回生
氏名  　　　　　斉藤　洋子
　私は、先日2009年度原子核三者若手夏の学校に参加しました。今回の夏の学校参加の最大の目的は、2008年度ノーベル物理学賞受賞者でもある、益川敏英氏の講義の聴講でした。しかし益川氏の多忙のより講演中止となり大変残念ではありましたが、その他３名の講師の方々による講義、同じ学生の発表による研究会などがどれも大変有益なものであり、あっと言う間の６日間でした。
　
中でも私が一番印象に残ったものは橋本幸士氏のＤブレーンに関する講義です。この講義が修士１年生向けに比較的平易な内容となっていたこと、私自身の卒業研究の内容からの出発となっていたこともあり大変興味深く聴講しました。卒業研究時には理解できなかった部分や研究に至らなかった部分なども講義で扱われており、自分の研究の展望を知ることもできたことも大きな収穫でした。
　
また学生の発表による研究会、そして学生同士の懇親会の場では他大の学生がどのようなことを考え、研究しているのかということを知ることができる大変貴重な機会でした。夏の学校には多くの修士１年の学生が参加しており、自分の学習・研究との共通点、また差異を明確にできたことは今後研究していく上での強い動機となりました。特に他大の学生より遅れをとっていると感じた部分に関しては、夏季休暇の最重要課題であるとの認識を強く持ちました。一方、修士１年の私ではまだ理解が及ばない上級生の発表などは、私の学生生活における目標となったと同時に、間近に迫った修士論文のテーマ決定にも大きな影響を及ぼすだろうと思います。

　
最後に、この夏の学校で多くの女性の学生と出会えたことは本当に大きな財産となりました。女子大という特殊な環境では知りえなかった他大の物理系の女子学生の環境や研究動機、日々の生活などを聞いていると、自分の世界の小ささを知った思いがした反面、見聞を広げられた喜びを感じました。今後の学生生活の中で、いつか彼女達と再び議論ができる日を待ちわびながら、研究を続けていきたいと思います。
